
◇ 干潟観察会を開催しました 

平成２４年１０月２５日、２６日 泡瀬干潟にて泡瀬小学校５年生４クラスの生徒達に、干潟観察会を開催しま

した。２日に分けたのは、一度に全学年が同一の場所での観察を行ってしまうと、そこに生息する生物に悪影響

が懸念されたためです。当日は、通信施設側からの班と、雨水幹線手前からの班というように、２方向から観察

を行いました。１日目は５年１組と５年４組対象に、２日目は５年２組と５年３組を対象に実施しました。   

両日とも、天候に恵まれ、いろいろな生き物が観察できました。 

学校で準備したワークシートに、各々が気付いた点などを記録しながら、 

観察を進めました。 

 

 

 

 

準備したワークシート 

講師による危険生物について説明 

刺されたら大変危険 

（イモガイの仲間） 

雨水幹線の岸を観察 

～カニの観察～ 

オキナワハクセンシオマネキ 

ベニシオマネキ 

テッポウエビの仲間 

～観察後元の場所へ放す～ 

タマガイの仲間 

タマガイの卵塊 

～砂茶碗（通称）～ 


